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取組の詳細については、下記よりご覧ください。 

※ 授業内容や生徒の様子、アンケート結果等を掲載しています。 
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https://sites.google.com/mie-c.ed.jp/mirai-tankyu-s-l1/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
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令和５年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【三重県立上野高等学校】学際領域学科（令和７年度設置）

管理機関名：三重県教育委員会

１ 学際領域学科設置の目的及び特色・魅力ある教育の概要

２ 関係機関との連携・協働体制の構築方法

・ 伊賀地域は，古くからの伝統・文化が残るものの，少
子高齢化が進んでおり，地域の将来そのものが危惧され
ている。

・ 上野高校には地域の活性化だけでなく，人材育成，学
力保障等，多くの期待が寄せられている。

・ 学際領域学科では，地域の期待を踏まえ，「伊賀を想
い，世界を見据え，社会の課題に挑戦し続ける人材」の
育成めざす。

・ 現代的な諸課題のうち特にSDGsやSociety5.0をはじ
めとした，これまでの学問領域・分野では対応できない
ような，複合的かつ学際的な課題に対応していくために，
「探究人材育成コンソーシアムみえ」の支援のもと，国
内外を学びのフィールドとした体験的・実践的な教育活
動を展開する。

３ 令和５年度の取組状況と成果

「社会の形成者としての自覚と責任を持ち，他者と協働しながら，解決に向けて
主体的に行動する力」の育成

２ 探究共創ネットワークの構築

① 外部の教育力の活用
・ コンソーシアムの委員を招聘した
授業を実施

・ 探究活動における大学生メンター
の支援

・ 地元のグローバル企業への訪問
（工場見学，海外社員との対話等）

② オンラインを活用した学びの充実
・ 海外の学生等と交流する国際交流
プログラムの実施

③ 学校を越えた高校生等との協働
・ 県事業「みえ探究フォーラム」で
の発表，評価，交流

・ 「Mie SSH Research Presentation」
での発表（英語），交流

１ カリキュラム及び教育方法の開発

４ 令和５年度の課題

① 探究を核とした教育課程の実現
・ 新学科設置検討委員会等において，
教育課程や学校設定科目，探究プログ
ラム等についての検討

② 文理が融合した新たな学びの実現
・ ＳＤＧｓに関する学習プログラムの
検討（オンライン国際交流，地元のグ
ローバル企業訪問）

③ 国内外をフィールドとした実践的な
学びの実現

・ 上高Feel度Shotのブラッシュアップ
・ 国内フィールドワークとしての「探
究合宿」の検討

・ 世界を知って，日本・伊賀の良さを
知るために，海外への修学旅行の検討

・ 「探究人材育成コンソーシアムみえ」との更なる連携強化と効果的な活用方法
の蓄積

・ 中学校や地域への広報活動の更なる充実
・ 上野高等学校の特色・魅力ある教育活動の認知度の向上
・ 外部指標等を効果的に活用し，取組と資質・能力の伸長に係るデータの蓄積と
検証結果の活用

・ SDGsの視点や探究的な手法を踏まえた各教科の学習の充実
・ 身につけさせたい資質・能力を明確にしたうえで，実践事例の蓄積


